
過去の研究実績 現在、注力している研究 今後取り組んでいきたい研究

1. IoTエッジデバイス
向け省エネルギー
小型プロセッサの
開発

2. 近似計算による組
込みプロセッサの
省エネルギーアク
セラレータ設計

3. ３Dメモリを利用し
た畳み込みニュー
ラルネットワーク
(CNN) の検討

4. 高位合成の動作記
述の最適化手法

1. IoTエッジデバイス向け省エネ
ルギープロセッサ：超小型プ
ロセッサコアの開発，柔軟な
拡張性を持つマルチ・メニー
コアプロセッサおよび開発環
境の構築

2. Approximate Computing（近
似計算）による省エネルギー
なハードウェア・ソフトウェ
ア開発

3. ３Dメモリ・マイコン・FPGA
を利用した，IoTエッジデバイ
ス向け省エネルギーCNNアー
キテクチャ

1. IoTエッジコンピューティ
ングを実現するハード
ウェア・ソフトウェア協
調開発

2. アプリケーション～アー
キテクチャ～デバイスの
クロスレイヤ最適設計手
法の開発

③http://www.cad.ict.e.titech.ac.jp/, hara@cad.ict.e.titech.ac.jp

マイコンによる分散型CNN アプリケーションからデバイスま
でを密に融合した設計を行うこと
で，次世代IoTエッジコンピュー
ティング技術の創出・開発を進め
ます．ICT技術の要求と資源・環境
の制約を両立し，産業・社会へ貢
献するものづくりを目指します．

代表的研究例

情報通信工学 VLSI・計算機，機械学習 組込みシステム，IoT，ハード・ソフト協調設計
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IoTエッジデバイス向け
省エネ・メニーコア


